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インターフェロン 

ーその基礎と臨床応用-
桑田次男，布施晃共訳，共立出版， 1978. 

D. A. Tyrrell著 Interferonancl i tsclinical potential 1976年の初版を桑田
教授らが翻訳されたものである。
インターフエロンの研究の歴史はすでに 20年にもなるが，最近私共臨床家のト
ピックとして注目されたのは， ウイノレス感染予防， 腫蕩ワイノレスとその治療など
が明らかとなり，ついで、ヒトのインターフエロンの大量入手の可能性が出て来て，
現在臨床家をなやませている B型肝炎の治療， さらに悪性腫壌の治療の可能性が
報道されて来たからである。 
Tyrrell博士はウイノレス感染症に対するインターフエロンの長年の研究者で，
英国でこの方面の指導者でもあった方であるが，本著は私共臨床家にもわかるよ
うに， インターフエロンの発見の歴史よりはじまり， はば広い基礎的情報を正確
に提供し， 次の時代における医学また医療へのインターフエロンの応用の可能性
について，理解度を高めるために書かれた絶好の解説書である。
翻訳者の一人桑田教授はこの方面の研究に情熱をかたむけられておられる研究
家で，昨年 9月から 11月にかけベルギーの Rega研究所で Edg博士の高度精製
ヒトインタフエロンの， RS細胞増殖抑制効果を検討するための共同研究のあい
聞をぬって当地で訳されたと聞いている。
内容はその発見よりはじまり，定量，一般性状と精製，インターフエロンの産
生，作用機序，ウイノレス感染におけるインターフエロンの役割，基礎的事項の後，
研究室内の予防実験を通してのウイルス感染の予防さらに実際臨床面でのウイノレ
ス感染予防治療成績，最後にインターフエロンと腫療と将来を予言するごとき臨
床問題も，ひかえ目にしかも信頼出来る事実を綜説風に書かれている。
インターフエロンの生成は生体防御機構として生物界に存在する一つの生体反
応であり， 明らかに免疫機構とはことなっており， ウイノレス感染の発症，治療に
関係があり， 予防， 治療にも応用されるものであるが，特に感染するウイルスに
よりその態度が微妙にことなっていることも知った。
インターフエロンでやはり注目されるのはストックホルムの Stranclerらの研
究グループ。の悪性腫蕩患者のヒト白血球インターフエロンによる治療成績であろ
う。 その中でも骨肉腫の治療効果である。もし腫療の免疫療法が第4の治療法と
なるのであれば， 次の療法はインターフエロンであろうと思われる。 ヒトの癌治
療研究にはヒト白血球特にリンパ芽球細胞から大量のインターフエロンが生産さ
れることが明らかとなり， これの大量生産後の臨床的応用が， 各方面で期待され
る。 またインターフエロン・インデューサーが色々見出されて来ている。 これら
がワイノレス感染症や腫療の治療に対して如何なる影響あるかも，本著を読んで感
じた次第である。
インターフエロンの解説書として一読されることをおすすめ致したい。
(熊谷朗)
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